
　　

2023.6.17（ 土 ）
1 4 : 3 0 ～ 1 8 : 0 0 
参 加 費 無 料・ 対 面 形 式 ( 定 員 30 名 ）

駅南キャンパスときめいと
（新潟駅南口から徒歩 3 分）
新 潟 県 新 潟 市 中 央 区 笹 口
1 丁目 1 番地 プラーカ１・２階

アイデア会議プログラム進行：

参加申込み方法・プログラム詳細は裏面をご覧ください

県内大学と企業のマッチングから変革アイデアを生み出す会議 2023

SDGs 達成につながる
新規事業を考えたい！

SDGs
何からはじめればいいの？

企業 × 大学 =

産 学 連 携 アイデ ア 会 議  
にいがたSDGs

新技術の社会実装を通じ
SDGs に貢献したい

新潟県の企業と大学の
協働による SDGs
推進を支援します！

アカデミアの専門知を
県内企業に還元したい！

県の事業説明：
新潟県 総務部 大学・私学振興課 　佐藤 素美

国際大学 GLOCOM 主任研究員 /
講師
菊地 映輝

国際大学 GLOCOM 主幹研究員 /
研究プロデューサー
小林 奈穂

企業の皆さま

• SDGs 推進に取り組む
　企業経営者 / マネージャー
• 新技術を活用したい
 新事業創出のご担当者
• 県内大学と連携したい方

大学関係者の皆さま
• 専門知を社会実装したい

大学教員の皆さん
• 企業との協働から実践的

に学びたい学生の皆様
• 企業との連携をお考えの

コーディネーターの方

こんな方におすすめします！

アクセス／地図はこちらから→



プログラム（予定） 

企業×大学＝にいがた SDGs
産学連携アイデア会議とは？

新潟県では、「知の拠点」である県内大学の活用を促進し、企業や地域の課題解決・
人づくりを進めるため、産学のニーズ・シーズの見える化を図るとともに、産学連
携を推進するための補助事業を実施しています。

参加対象者・申込み方法

本イベントは、対面形式で実施いたします。
（オンライン配信はございません。）

主催：
新潟県 総務部 大学・私学振興課
〒 950-8570 新潟県新潟市中央区新光町 4-1

ngt010210@pref.niigata.lg.jp

025-280-5267（担当：佐藤、福島、深川）

メールで

お問い合わせはこちらから：

お電話で

参加お申し込み URL・QR コード

14:30	アイデア会議の進め方説明
14:40 チェックイン（自己紹介）　
15:00	国補助金などの紹介
15:10	県補助金（産学連携補助＋α）の紹介
15:20 グループワーク①

16:30	グループワーク②
17:30	プレゼンテーションタイム
18:00	終了

名刺交換タイム／休憩

企業課題・試み 大学の知見・技術

産学連携アイデア会議を通じた交流

Business Academia

産学連携促進事業（大学への補助）

SDGs に限らず、産学共同の取組に対し
150万円（上限）1/2 補助	※ 4件程度

ニーズ シーズ

見える化
&

マッチング

＊上記 URL から申込みフォームにアクセスし、氏名・所属
　連絡先など必要事項を記入のうえ、送信してください。

本事業は、全国の企業と新潟県内の大学を対象として実施す
るものです。
参加ご希望の方はウェブサイトからお申込みください。
参加を検討したい、ご質問があるという方はお気軽にメール
またはお電話でお問い合わせください。

企業の皆さま 大学関係者の皆さま

2023	年度のテーマは、「SDGs（Sutainable	Developtment	Goals）の推進」です。
大学が有する SDGsに関連した知見や技術を企業に活用してもらうことで社会実装
を進めたり、SDGsに取り組む企業の活動を大学が応援したりと、県内大学と企業
がタッグを組みながら新潟での SDGs 達成を加速させるアイデアを考えるワーク
ショップ形式の会議を開催します。皆様のご参加をお待ちしております。

また、「産学連携補助事業」として、SDGs推進をはじめとする様々な課題解決・
人づくりに関わる産学連携の優れた取り組みを4件程度採択予定です。

＊参加申込者が多数の際は、抽選となる場合があります。

https://www.pref.niigata.lg.jp/
sec/daigaku/r5sangaku.html

6/8（木）

新潟県ホームページ

※プログラムは変更になる場合がございます

• SDGs 推進に取り組む
　企業経営者 / マネージャー
• 新技術を活用したい新事業

創出のご担当者
• 県内大学と連携したい方

• 専門知を社会実装したい
大学教員の皆さん

• 企業との協働から実践的
に学びたい学生の皆様

• 企業との連携をお考えの
コーディネーターの方

2022 年度の取組成果
企業側のメリット

2022 年度アイデア会議
14 社・10大学＆高等専門
学校が参加し、DXをテーマ

に議論しました！

•	 業務改善および業務量の縮減
に繋がった。

•	 技術的なノウハウを得て自社
の人材育成に繋がった。

2022年度の取組成果
大学側のメリット
•	 研究や知見を生かした技術の
社会実装ができた。

•	 共に取り組む学生への高い教
育効果が得られた。

（企業側）
申込締切


